













A study on the take a initiative shot of  the rally












ラリーを握るショット」に着目し , ポイントを獲得するためには , どのよう
な有効打を選択しているかについて分析する試みを行った。その結果 , サー
ビスとフォワーハンドを中心とした攻撃が展開されていた。本研究の結果




　　　The power play in each shot stands out by evolution of the tool and scientific training,and 
the time that hangs to one point has been shortened to a modern tennis style every year,too. 
However, it might be able to be thought that the game is being ruled by the assembly of power 
not wholly- devoted but the rally even by the world top plyer.
　　　It is to obtain the index of the physical strength training, and the research on the girl 
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player are the main,and,up to now,in the game analysis in tennis,theboy world top player’s technical 
research is very few．Then,to pay attention to “Shot that grasped world top player’s rally”in 
the boy in this research , and to acquire the point, the attempt to analyze  what effective you 
had selected was done. As a result, service and the attack that centered on Forehand were 
developed,and driving out and the advantageous carrying of the game of the speed besides the 
court. It is thought that the result of this research comes in the place or more of the press of the 
development of the performance analysis of tennis in the future, the possession of the coach and 










































ローンコート 2.7 秒 5.4 秒
ハードコート 6.5 秒 6.6 秒
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世界のトップ 3
表 2 は，世界トップ 3（2008 年 12 月現在）の選手のそれぞれのショットの本数を示したものである。
Nadal， Federer 両選手は， ショットの中でサーブの本数が最も多く，Jyokovic 選手は，フォワーハン
ドの本数が最も多かった。また Federer 選手は， 他の 2 名の選手よりネットでの有効打が多かった。
表 2　世界トップ 3 の有効打数
Nadal
対戦相手 Forehand backhand slice serve net
Federer 22 5 8 12 2
Nishikori 28 10 4 39 2
Dyokovic(clay) 21 4 11 14 1
Dyokovic(ih) 17 10 2 14 1
Federer
対戦相手 Forehand backhand slice serve net
Nadal 17 8 7 20 9
Seppi 17 4 2 9 0
Roddick 11 3 3 18 6
Nalbandian 12 3 4 32 2
Dyokovic
対戦相手 Forehand backhand slice serve net
Nadal(clay) 25 9 4 8 6
Nadal(ih) 13 7 2 18 3
Hewitt 20 4 3 18 1
Gasquet 9 9 3 8 3
サーブを含めた有効打の割合
図 2 には，全試合の 10 の有効打にサーブの本数を含め，上位 4 つのショットを取り上げ，パーセンテ
ージで示した。サーブの割合が最も多く，順にフォワーハンド，バックハンド，スライスの割合が大
きかった。























　本研究はトップ選手のみ（世界ランキング 1 位～ 130 位）を対象にしたが，男子のツアーにいて，世
界ランキング 1 位～ 200 位の選手においてそれほど実力差があるとは考えにくい。なぜならば，今年，
6 月のアルトワ選手権において当時 80 位前後であった錦織選手が，世界ランキング 1 位のナダル選手
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を相手にファイナルセットを戦った試合や，9 月の全米オープンでは，ベスト 16 に進出，また，10 月
に上海で行われた，グランプリシリーズにおいて，日本の添田選手（132 位 2008，10，27 現在）が，（世
界ランキング 13 位 2008，10，27 現在）ゴンザレス選手（チリ）に惜敗など，ランキングに差があって
も世界トップ選手と互角に渡り合える能力はあると考えられる。
　男子ツアーの最高峰 4 大大会（全豪オープン，全仏オープン，ウインブルドン，全米オープン）に出
場するには，世界ランキング 100 位～ 110 位（本戦ストレートインは，年度により若干変動有）また，
予戦において（111 位～ 300 位年度により若干変動有）はシーズン通して射程範囲に位置することが必
要である。現在日本ランキング 1 位の錦織選手（10 月 27 日現在）が世界ランキング 56 位（2008，10，
27 現在），2 位の添田選手が 130 位（2008，10，27 現在），と彼らに続く日本人若手選手も，4 大大会に
果敢にチャレンジしている。また，アジア人選手においても，リー選手 ( 韓国，世界ランキング 135 位，
2008，10，27 現在 )，ルー選手 ( 台湾，世界ランキング 64 位，2008，10，27 現在 )，ウドムチョック選
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